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　今回対象とした写真のサブフィルムの総数は，およそ 3,400 である。このコマ数の分布を図 1に示





ネガ№ 撮影年月日 テ　ー　マ 都道府県 市区町村
横浜・
川崎の区 地名 場所 1 備考
0001 a 1949.11.18 人物 , 東大校内 東京都 文京区 本郷 東大構内
0001 b 1949.11.21 丘陵 , 人物 , 畑 東京都 町田市 鶴川
0001 c 1949.11.21 駅前 東京都 大田区 蒲田 蒲田駅
0001 d 1949.11.21 人物 , 児童 , 市街 東京都 港区 浜松町 浜松町 1
0002 a 1949 人物 , 市街 , 児童 東京都 港区 浜松町 浜松町 1
0002 b 1949.12. 鉄道駅 神奈川県 川崎市 川崎区 川崎駅































































　サブフィルム選択画面の最大画像数が 5行× 4列の 20 を例に説明する。サブフィルム数が 20 を
超える都府県では，市町村を選択する画面を必要とする。これに該当する市町村のサブフィルム数
の分布を図 8に示す。ここで，サブフィルム数が 20 を超える市町村については，さらに細分化し
た下位の場所選択画面を用意する必要がある。これを地区選択画面として設ける。これに該当する















画面の最大画像数を 20 とすると，図 3に示したように，これを超える撮影年が存在するため，何
らかで分割する選択画面を設ける必要がある。展示の前半では，場所情報を併用して，地域を選択
するようにした。後半は時間の情報だけで選択する方法で提示した。
　時間情報だけで選択する方法として，例えば 1年を 3ヶ月毎の 4期に分けたときのサブフィルム
数の分布を図 10 に示す。最大画像数が 20 のときは，サブフィルムの 74％が，42 のときは 44％が
一つのサブフィルム選択画面に収まらない。そこで，最大画面数が 20 と 42 のサブフィルム選択画


































































































　写真表示画面の例を図 11-6 に示す。これは，歴博の総合展示第 3展示室のリニューアルを機に
開発し，企画展示にも使用しているByobu32X と呼ぶ超高精細画像閲覧システムを使用している。
この画面は，企画展示「侯爵家のアルバム」（2011 年 3 月～ 5月）で使用したものとほぼ同じである。

































































　利用記録の分析は，企画展示の前半は 27 日，後半は 21 日分の記録を対象にした。メニュー画面
















探索条件 サブフィルム 選択画面 写真選択画面 写真表示画面
場所探索
前半 1.86 3.14 2.52 
後半 2.21 4.49 3.76 
時間探索
前半 0.92 1.67 0.90 











場所探索では，サブフィルム選択画面の最大画像数が 42 である後半の方が，20 の前半よりアクセ
ス率が高い。これはメニュー画面で場所を選択後，いずれかのサブフィルム選択画面に到達するま
での平均選択操作回数が，前半より後半で小さくなる効果と考えられる。実際，平均選択操作回数
を求めて見ると，最大画像数が 20 と 42 で，単純な平均では 2.0 と 1.9，後述する図 14 の都道府県




















前半 1.10 1.69 0.80 
後半 1.10 2.03 0.84 
時間探索
前半 0.76 1.82 0.54 




大画像数は 20 であり，サブフィルム選択画面に利用者から見た違いはない。実際，表 3でこの二







































前半 3.83 3.73 
後半 5.03 4.80 
時間探索
前半 2.97 2.37 






撮影地で探す 0.78 0.22 



























場所→時間 0.09 0.06 



































　5行× 4列のサブフィルム選択画面において，1行目左の画像を 1番，その右を 2番，2行目左





































ン操作の内訳は，0.15 : 0.41 : 0.21 : 0.24 と，上方向が少なく下方向が多い。
（2） 閲覧倍率
　写真画像を表示中の操作時の倍率の分布を図 19 に示す。ここでは倍率を 2-n で表したときの n
の値を倍率指数として表している。n=0 は原画像を表示する倍率を意味する。倍率指数が 2.2 でピ
ークを示す。これは横長の写真を初期表示した倍率である。そこから倍率指数で 1づつ減じた箇所


















　閲覧画像数を分布として利用記録から求めたものを図 20 に示す。画像数が 1の比率は 0.47 であ
るから，写真を閲覧する半数は選択した写真画像だけを見て写真選択画面に戻り，半数は次へ／前
へ”ボタンにより写真画像を次々に見ていることが分かる。2以上を見る閲覧を対象とした平均は
10.3 である。図 1に示したサブフィルムのコマ数の平均が 13.4 であることと比べると，利用者は
サブフィルムに含まれるかなりの写真をボタン操作により見ていることが分かる。図 20 に見られ












表れる［8］。縦軸を対数目盛で表した図 21 において，最初の急速に減少する特性と，20 秒以上で
の緩やかに直線的に減少する特性が見られる。
　単位写真閲覧の平均時間を企画展示の前半と後半とで求めると，6.14 秒と 6.05 秒であり差はな
いと言える。この値と単位写真閲覧の平均閲覧画像数より，写真閲覧の平均時間は 35.4 秒である。
提示条件 " 戻る " " 次へ／前へ " タイムアウト 平均閲覧 画像数
前半 0.167 0.833 0.0007 5.97 















さらにはメニューに戻って行われることもある。このことから，閾値を 20 秒としたときの 1人当
たりの利用時間の累積分布を図 22 に示す。半数以上の利用者が 40 秒を超えて利用し，9割の利用
者が 180 秒以内で利用を中止している。平均は 73 秒である。先の写真閲覧の平均時間から，写真












































（12） 単位写真閲覧の平均時間は 6.1 秒である。写真選択画面から写真表示画面に入り，一つ以上の
単位写真閲覧を行って写真選択画面に戻るか閲覧を中止するまでの写真閲覧での平均閲覧画像数は
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Museums have collections of materials that are grouped by certain criteria. Some collections con-
sist of thousands to tens of thousands of materials. In the case of written materials, the number may 
even reach hundreds of thousands. The exhibition of such a large collection of material images always 
faces a difficult problem of how to present them to help visitors find what they are looking for.
The National Museum of Japanese History held a special exhibition “Recording Landscapes,” 
which featured photography collections including Minoru Ishii Photo Library donated to the Museum. 
The collection contains more than 300,000 photos of landscapes all over Japan taken by geographer 
Minoru Ishii after World War II. By taking this opportunity, we created an exhibiting system for 34,000 
digitalized photos from the collection and evaluated the system based on the record of use of the digi-
tal content displayed at the exhibition in order to gain insights on how to effectively exhibit a large 
collection of images. The collection had information about the date and location of each shooting, by 
which the photographs were categorized into sub films. Then, referring to the temporal or spatial in-
formation, we selected sub films for the exhibition and set up the exhibiting system in a way to enable 
visitors to view the photos they would want to see.
The analysis of the record of use reveals the following points. First, although it was afraid that 
thumbnails would be too small to help users select photos when they display as many thumbnails as 
possible on the screen looking for photos they like, it proves no problem if the number of thumbnails 
displayed is limited to 40. If this limit is set higher, users can find spatial information with fewer clicks 
on average, leading to a higher access rate as a whole. The number of people who search photos by lo-
cation is approximately three times more than the number of people who search by time. People usu-
ally view the locations related to their own place to live, which indicates that they select photos from 
their own point of view. About half the users select photos one by one from the list of thumbnails and 
half browse the display screen. The latter view more photos than the former does.
Key words: image viewing, exhibiting system, museum materials, landscape photographs, log analysis
A Showing Method for Large Amount of Photographs Having Temporal 
and Spatial Information
ADACHI Fumio, AOYAMA Hiro’o, TANAKA Noriyuki and TOKUNAGA Yukio
